
　
領

域
教育プランに基づく経営目標 中期・短期経営目標 具体的方策 取組指標

平

均

評

価
成果指標

○

％

評

価
分析コメント 改善策

学校関係者評価
記入欄

評

価
４　各学年とも年間3回以上の地域人材の活用 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　各学年とも年間２回以上の地域人材の活用 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　各学年とも年間１回以上の地域人材の活用 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　地域人材を活用することができなかった 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　各学年とも年間3回以上の交流授業実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　各学年とも年間２回以上の交流授業を行う 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　各学年とも年間１回以上の交流授業を行う 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　交流授業を行うことができなかった 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　月3回以上の更新 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　月2回以上の更新 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　月1回以上の更新 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　月1回未満の更新 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　年3回以上の実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　年2回以上の実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　年1回以上の実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　年1回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　90％以上の単元で達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　80％以上の単元で達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　70％以上の単元で達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　70％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　低学年月４回、高学年月３回以上、図書の貸し出し実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　低学年月３回、高学年月２回以上、図書の貸し出し実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　低学年月２回、高学年月１回以上、図書の貸し出し実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　低学年、高学年とも、月に一度も図書の貸し出しは行わなかった。 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の授業で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の授業で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の授業で実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　70％以上の単元で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　60％以上の単元で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　50％以上の単元で実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　50％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の指導場面で達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の指導場面で達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の指導場面で達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　１年に３回以上、情報モラル教育実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　１年に２回以上、情報モラル教育実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　１年に１回以上、情報モラル教育実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　１年に１回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　80％以上の児童が達成 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　70％以上の児童が達成 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　60％以上の児童が達成 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　60％未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　１年に３回以上実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　１年に２回以上実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　１年に１回以上実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　１年に１回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満
４　１年に３回以上実施 4　保護者アンケート満足率80％以上
３　１年に２回以上実施 3　保護者アンケート満足率70％以上
２　１年に１回以上実施 2　保護者アンケート満足率60％以上
１　１年に１回未満 1　保護者アンケート満足率60％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

⑮、コロナ禍以前程、運
動量を確保できていない
のが現状である。
⑯偏食や残菜が多いの
が現状である。

⑮楽しく運動する機会を設
定していきたい。また、児童
集会で大縄などに取り組ん
でいきたい。
⑯食に関する知識を低学
年から継続的に指導してい
きたい。

⑰活動が再開しているが、保
護者の方に伝わりづらい内容
であることが現状である。
⑱老朽化が進んでいるのも実
態である。その中で、校内美
化によく取り組んでいる。

⑰小中連携協議会の様子な
どをホームページで紹介し、
情報の開示に努めていきた
い。
⑱環境が子どもたちを育てる
という一面もある。引き続き、
職員一同で取り組んでいきた
い。

B
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77 B

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

④学校公開・学校行事での教育
活動の公開に取り組む

A

　成果指標評価基準

⑮日常的に、運動やスポーツ（遊
びを含む）に積極的に取り組ませ
る。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

①学年によっては、どの
ように地域人材を活用し
ているのか内容が伝わ
りづらい現状がある。
②学年間で差が大きい
のが現状である。
③職員が学級通信や
ホームページ作成ができ
る時間的な余裕を保障
する必要がある。
④両者ともに概ね良好
である。

B

A

学校教育目標  　　・よく考えくふうする子　　・思いやるのある子　　・つよい心と体をもつ子

○目指す学校像・・・・・・・・① 一人一人の子どもが光り輝き、明日が待たれる学校　②教職員一人一人が、職務に誇りと生きがいをもつ学校　③保護者や地域と協働して子どもを育てる学校
○目指す児童・生徒像・・・①「できる喜び」を体験し、自信をもつ子ども　　②「わかる楽しさ」を実感し、意欲を高める子ども　　③「挑戦する勇気」をもち、努力しようとする子ども
○目指す教師像・・・・・・・・①ひたむきに、児童理解及び授業力向上を目指す教師　　②心に余裕をもち、誰にでも優しく接することができる教師　　③仕事の改善意識を常に持ち、報告・連絡・相談できる教師

●地域・家庭との連携を
強化する。

B A

重点目標の成果と課題
本年度も、昨年度に引き続き、児童に多様な文化や価値観を受容し合う心と自他ともに思いやる心の育成をすることに取り組んだことで、以前に比べて豊かな心が育っ
た児童が多くいた。一方で、授業に参加しなかったり、妨害したりする児童が少なからずいたことも事実である。保護者や地域の協力と理解が必要であることを痛感した１
年間だった。保護者や地域との連携をさらに密にし、１つ１つの課題に真摯に向き合っていきたい。

②保護者や地域と一体となって
子どもたちを育む。

B A

③地域・保護者への情報発信を
推進する。
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目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

●子どもに夢と気概を育
む教育実践を行う。

①地域人材を積極的に活用した
教育活動を行う。

豊
か
な
心
の
涵
養

⑫あいさつがきちんとできるよう
にさせる。

B

A

A

健

や

か

な

体

の

育

成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

C

B

B

A

A

B

A

A

⑱校内整備や校内美化に取り組
む。

⑯食に関する知識や望ましい食
習慣、生活習慣を身に付けさせ
る。

⑰忠生中学校と連携して教育活
動に取り組む。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

●他者意識を育む教育
を実践する。

⑩いじめ防止や体罰防止に取り
組み、子どもたちの人権を大切に
する。

●自己理解及び自尊感
情を高める教育を実践
する。

⑭ICT（学習機器）・スマートフォン
などによるネットマナーを身に付
けさせる。

●小中連携を活用し、安
心・安全かつ快適な学校
環境を保障する。

●オリンピック・パラリン
ピック教育と連動して、
児童一人一人の体力向
上を図る。

２０２４年度　町田市立忠生小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

１～３学年は、教室内
でも読書に取り組む場
面を見かける。しかし、
家庭では積極的に読
書活動に取り組む児
童の割合が少ないと
感じている。自ら進ん
で読書活動ができるよ
う更なるアプローチが
必要だと感じてます。

・地域の登下校見守り
の方々への挨拶が増
え、結果的に顔なじみ
となり、触れ合う機会
が増えたことに好感が
持てる。自転車や登下
校以外での交通ルー
ルに関しては、まだ心
配がある。
・いじめ対応に対して
は、学校全体で大変
細やかに丁寧に対応
されている。

様々な給食献立が提
供され、食育への創意
工夫がある。昨年度か
ら導入されたマラソン
週間も好印象である。
中学校との連携につ
いては、授業参観の交
流や地域防災訓練の
実施など、学校として
取り組んでいる内容が
保護者に認識されて
いないと感じている。

B

B

B

●基礎学力を保障する
教育を実践する。

●学習に興味・関心を持
たせ、主体的に学ぶ教
育を実践する。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

学校経営の重点　　特別の教科道徳や社会科・生活科教育の充実を図り、身近な生活や社会生活の特色や意味を理解させる活動を通して、多様な文化や価値観を受
容し合う心と自他ともに思いやる心の育成を目指し、社会の一員としての自覚を高め、よりよく生きようとする児童の育成を図る。

68

54

学校・保護者・地域と
の関わりは、以前より
増加していると感じて
いる。地域とのつなが
りを積極的に行いつ
つ、情報発信もよくさ
れていると思います。

確
か
な
学
力
の
育
成

A
⑤各教科の基礎的・基本的なこと
がらを身に付けさせる。

⑥宿題や家庭学習に積極的に取
り組ませる。

⑦すすんで読書ができるようにさ
せる。

⑨ICT（学習機器）を積極的に活
用できるようにする。

そ
の
他

D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成
果と課題、改善点について協議する。

3.5

3.4

3.1

3.8

2.7

3.2

①学校だよりやホームペー
ジを通して、保護者の方へ
の周知を進めていく。
②学校コーディネーターを
活用しながら交流授業に取
り組んでいきたい。
③ホームページを中心にし
ながら情報発信を行うとと
もに年間計画や行事を見
直し、教員の作業時間の確
保に努めていきたい。
④次年度も、積極的に開か
れた学校づくりに努めてい
きたい。

⑤教員と保護者との間に、
大きな認識の違いがある。
教員には基礎的・基本的な
内容を定着させたいという
使命感がある。
⑥家庭学習への取り組み
ついて課題意識をもってい
る保護者が多数いる。
⑦課題意識をもっている保
護者が多い。
⑧英語を専門科目としない
教員がほとんどの中、担任
の努力で学習が成立してい
る状態である。
⑨どのようにICTを活用して
いるのかが保護者に周知
できていない。

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要

⑤基本的な内容を定着させ
る時間を設定するとともに、
保護者への家庭学習の啓
発を行っていきたい。
⑥Qubenaや発達段階に応
じた課題設定など、改善し
ていきたい。
⑦タブレットの普及により、
読書活動が少なくなってい
る。読書週間などの充実を
図っていきたい。
⑧英語を専門とする教員を
配置できるように努めてい
きたい。
⑨職員の入れ替わり等によ
り活用が減っている。今
後、充実させていきたい。

⑩学校が、具体的にど
のような取り組みをして
いるのかが保護者に伝
わるようになってきた。
⑪教員と保護者の間に
児童観の違いがある。
⑫まだまだコロナ禍以前
程の挨拶ができていな
いと教員は危惧してい
る。
⑬放課後のトラブルや事
故が増えてきているた
め、両者の間にやや意
識に違いが出いている。
⑭今日的な課題の１つ
である。

⑩月一度実施の「いじめ対
応チーム」など、取り組みを
保護者に周知していく。
⑪生活指導部を中心に、学
校の約束を教員間で共通
理解していく。
⑫代表委員会を中心に、挨
拶運動に継続して取り組ん
でいきたい。また、教員が
模範を示していきたい。
⑬幸い大きな事故や不審
者被害はあまり無かった。
地域の旗振り方の尽力の
賜物である。
⑭低学年から継続的に情
報モラル教育に取り組んで
いきたい。さらには、保護者
向けの講演会を計画してい
きたい。

A

学校関係者評価の評価基準例

B

C

⑧英語学習に楽しく取り組めるよ
うにする。

⑬交通事故防止や不審者対応な
どの安全意識をみにつけさせる。

⑪学校のきまりや家庭のきまりを
守ることができるようにさせる。

3.4

3.9

3.3

3.6

3.3

3.4

3.5

88

100

80

3.7 74

84

A 72

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


